
「さんかくダイアログ」とは？
働き方、学び方、ワーク・ライフ・バランス、キャリア、ダイバーシティ、介護、子育てなど、ジェンダー平等にかかわる
さまざまなテーマについて、考えるきっかけを得たり、対話【ダイアログ】したりすることのできる場です。年度に数回
開催されています。弘前大学の教職員・学生なら、どなたでもご参加いただけます。

今回のテーマ

男性教職員の子育てのリアル

今年11月の「さんかくダイアログ」の企画テーマを募集中です。企画テーマの条件は、ワーク・ライフ・バランス、
キャリア、ダイバーシティ、ライフステージ、ライフイベントなど、ジェンダー平等に関するものであること。弘前大学の
学生、教職員でしたら、どなたでもご応募いただけます。ご応募は、男女共同参画推進室HPリンク先の

オンラインフォームから。積極的なご応募をお待ちしております。【応募締切：8月30日】

7/9（火）15:00～15:50
※ 途中からの参加、途中での退席自由です。

Teams QRコード

日時

場所
総合教育棟1階 共用会議室
Microsoft Teams(対面でのご参加が難しい場合)
※ Teamsで参加される方は、遠隔会議ブース(コラボ弘大・ 医学部コミュニケー
※ ションセンター)や貸出用卓上防音パーティションもご利用いただけます。
※ 利用を希望される場合は、当室へお気軽にご一報ください。

令和６年度 第２回

参加
方法

事前のお申込は不要です。直接会場へお越しください。
Teamsで参加なさる方は「コードでチームに参加する」
から「2cb75n6」を入力してご参加ください。

11月の「さんかくダイアログ」の企画テーマを募集中です

対面・ｵﾝﾗｲﾝ
併用開催

本学の教職員、学生 15名程度

この数年、育児介護休業法の改正が重ねられ、男性の育児参画支援がより強力に図られています。
弘前大学の子育て中の男性教職員は、どのようにして子育てを含む家庭生活と業務を両立して
いるのでしょうか？弘前大学は、ライフイベント中の男性教職員にとって働きやすい職場となっている
でしょうか？今回は、話題提供者に、子育て真っ最中の男性教職員をお迎えします。話題提供を
受けて、ライフステージやジェンダーにかかわらずに働きやすく学びやすい弘大の実現に向けて、自由
な情報・意見交換を行いたいと思います。参加にあたってはグラウンドルールが設定され、参加者の
安全、プライバシーは守られます。おひとりでも多くの方のご参加を心よりお待ちしております。

対象・
定員

奥田 光一 先生(保健学研究科)

星 晃治 さん(附属病院総務課)

話題
提供者

男女共同参画推進室
Email：jm3888@hirosaki-u.ac.jp 電話：0172-39-3888(内線 3888) X(旧Twitter)：@Gequality_HU
HP: https://www.equ.hirosaki-u.ac.jp/
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